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毒 貝  塚 貝 塚 縄文時代

中  世

願 囃 :」L壊蔑婁玉

住居跡、配石造構

中世 :上壊墓、横

堀跡

縄文土器 (押型文、塞ノ神式、轟式、曽畑式、

野口式、尾田式、阿高式、南福寺式、市来式、

鐘崎式、北欠恨山式、御領式など)、石器 (石鏃、

磨製石斧、磨石 ・叩石など)、石笛、骨角器 (魚

骨製及び骨製刺突具、警など)、貝輪、動物遣存

体、弥生土器、円筒埴輪、上師質土器、青磁

縄文時代早期から後期にわたる土器、石鏃や磨製石斧、磨石 ・叩石などの石器、石笛、魚骨製及び骨製刺

突具や管などの骨角器、アカガイ製やサルボウ製の貝輪、イノシシやシカなどの動物遣存体などが豊富に出

上した。

本調査で設定したA～ Eト レンチのうち、A～ Dト レンチとEト レンチでは、道路を挟んで比較的近接し

ているにもかかわらず層序が異なる。A～ Dト レンチ周辺では阿高式系土器群の時期である中期に純貝層が

形成されたと想定され、下層の禍色土層や黒色土層で轟式系上器群が数多く出上した。一方、Eト レンテ検

出の純貝層は、市来式などの貝殻条痕文系土器群や北久根山式、鐘崎式などの磨消縄文系土器群が出土する

後期の貝層と考えられる。

検出遣構で最も特筆されるのが縄文及び中世の上壌墓である。縄文時代 7体 、中世 1体 の計 8体 の埋葬人

骨が出土。Aト レンチでは両腕に貝輪を装着した縄文前期とみられる埋葬人骨を検出し、腹部付近でマイワ

シやカタクテイワシなどの食物残澄を確認した。また、Eト レンチでも縄文後期とみられる埋葬人骨が 8体

出上し、土師質土器が副葬された中世の埋葬人骨も1体 出上した。

弥生時代から中世までの遺物も出土しており、円筒埴輪の出土から古墳時代中期末頃から後期初頭 (5世

紀後半から末頃)に 当地に古墳が存在したことが判明。また、中世居館に伴うとみられる横堀跡を検出した。

※北緯及び東経の数値は世界測地系を使用。
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